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定峰における新興地主の成長とその地域的背景  
中嶋 則夫   
集落が視界に入らず，これらは山腹の孤立した集  
落といった停まいである。ところが旧宝峰峠は，  
江戸時代においても秩父と外秩父，川越，さらに  
は江戸を結ぶ重要な交通路であった。坂本にほ元  
禄9年（1696）の道標があり，そこには「右 ちか  
う道」，「左 大河原道」と印されている。これは  
この地が憩峰川沿いに大野峠を越え坂東九番感光  
寺（都幾川柑）に通じる過と，晃根添いに旧党略峠  
を越え九河原すなわち外秩父へ通じる追の分岐カ  
であったことをホしており，この地域が秩父大宮  
と小川や越牡・川越方面との交通の要地であった  
ことを明ホしている5）。また，『新編武蔵風土記稲』  
には江戸への行程は「宮野通り十九里半」とある  
ことから，大野峠から飯能方面へ通じるルートも  
利用されていたことがわかる6ノ。このように定峰  
は交通上優れた条件を背常に山地利用を基盤にし  
て立地した集落であるといえる。  
Ⅰ 明治期における新興地主の成長  
1）＃末における新井家   
本稿で取り上げる新井源蔵家は下耕地の牧瀬に  
あり，「ナツウチ」という屋号をもっている。走  
峰地区の新井姓は大半がこの坂東にあるが，新井  
姓の本分家関係はやや複雑で必ずしも詳らかでは  
ない。本家筋にあたるのは新井源蔵家と「バンド  
ウ」という屋号をもつ①の家であるといわれてい  
る（第2図参照）。現在定峰には新井姓は片瀬の2  
戸を含め8戸あるが，このうちイッケを構成する  
7戸ほ御霊神社を祭祀している。御霊神社は①の  
家の墓地に隣接する岩場の上に建てられている。  
この社は過去に3回程改築されたが，位置は移さ  
れていないという。この社に関する史料として寛  
保2年（1742），文政7年（1824），明治23年（1890）  
の改築に関する記録が現存している7）。  
Ⅰ はじめに  
走峰地区は秩父市北部の山間集落であり，その  
区域の標高は200mから880mである。その大半は  
山林であり，集落が立地する区域は西側の3分の  
lに限定され，その標高は250mから450mの範閉  
である。近件のこの地域は小久保家や若林家を中  
心に嬢関してきた。なかでも小久保イッケの「オ  
メエ」と，その分家で代々名‾‡ミを勤めた「カミ」  
が江い時代を通じて村社会の中根を折っていた。，  
ここで取り卜げる新井家はこのような状況下にお  
いて隣末から明治初期にかけて急速に成長を遂  
げ，昭和初期には秩父地方故人級の地主といわれ  
るまでに成長した。第二二次世界大戦後の農地改革  
において新井家の農地解放面積は秩父地方段大で  
あったといわれる。本稿はこの新井家が，宝峰と  
いう11】間地域において締清的に成長し托会的な上  
舛を遂げた過程について検討するとともに，その  
地域的な背紋について考察することを目的とする－〕   
定峰地区は下耕地，中耕地，上耕地の3つの集  
落に区分される。地区の仲端の標高250m前後の  
‾卜耕地は宝峰川の河畔に立地した集落で，わずか  
ながら水田が存在する1J。本稿で取り上げる新井  
家はこの地区にある。下耕地には片瀬や坂東，坂  
本といった小字がある。このうち片瀬は沢を挟ん  
で栃谷の上郷と隣接しており，両者は県観的に融  
合Lている。また，走峰川沿いの坂本にはかつて  
妙見杜があり，その跡地からは応安2年（1369）の  
板碑が出土している㌔   
これに対して上方の2つの集落は下耕地とは立  
地条件がかなり異なる3j。中耕地は下平（シタビ  
ラき，上耕地は上平（ウエビラ）とも呼ばれている。  
小久保家の「オメエ」と「カミ」は上平にあり，  
中・上耕地の住民の大半が檀家となっている定岳  
寺もまた上平にある4J。中・上耕地からは下方の  
－29－   
第1国 対象地域図   
されているものであり，「内の人」である七兵衛  
はバンドウの祖先である。この史料から，かつて  
宝峰の新井家の本家筋にあたる家があり，それが  
「コヤツマ」と呼ばれていた忠兵衛家であると考  
えられる。しかし文政の改築の際には，地主忠兵  
衛が破産し，神木である大木の売却を新井家一族  
に依頼したため，伐採したケヤキの一部を使って  
社を建て替え，その時に「土屋」を建て大門ヘス  
ギ，ヒノキを植えたとの記載がある。こうしたこ  
その史料によれば，寛保2年の改築時の棟札に  
「大工 小兵衛，地主佐助，七兵衛」の名前がみ  
られ，文政7年の改築の際の棟札には「地主新井  
恩典衛，願同七兵衛，大工新井源蔵」とあること  
から，忠兵衛は佐助の末商であることがわかる。  
また，後年の御霊神社の由緒についてまとめた記  
録には，息兵衛は「コヤツマノ人」，七兵衛は「内  
ノ人」，源蔵は「栃谷下郷日向ガイトノ人」との  
注釈が記載されている。この史料はバンドウに残  
ー30－   
第2図 折井イッケの分布（守：坂東）  
注＝木（′5，はrl）からの分家である‘．また．十什瀬に1軒移配している〔ノ  
蔵家は天保期以降，その蹄済的な地位を徐々に上  
界させたといえる。   
ところでこの地域において商品生産がより活発  
になったとみられる幕末には入会u」の利用につい  
ての争論がおきたが，窺永4年（1851）におきたこ  
の争論において，定峰村の訴人の筆頭に立ったの  
は名主の小久保家ではなく百姓代となっていた新  
井源蔵であった。この争論は，入会山の利用にっ  
いてLl旧】村と栃谷・宝峰両村が争ったものであっ  
た10J 。争論に至った経緯から名主が争論の前面  
に立てない理由があったにせよ，天保期以降成長  
し百姓代についた新井源蔵が宝峰の代表として名  
を連ねていることが注目される。   
こうして経済的，社会的な成長を遂げた新井家  
が何をその経営の中心にして成長していったの  
か，史料的な制約から明らかにし得ないが，新井  
家は明治10年代までにはかなりの土地を集積し  
た。明治19年（1886）に作成された定峰村の土地台  
とから■文政期に新井イッケの構成において大きな  
変化があったとみられる。   
‾文政7年の棟札にみえる新井源蔵は，栃谷の住  
人であると記載されているが，これはヤはりナツ  
ウチの阻先とみるべきであろう。新井源蔵家では  
祖先はかつて大1二であったとの伝承が残されてい  
る。新井源蔵家がコヤツマまたはバンドウの系統  
から栃谷に分家した後に定峰に戻ったものなの  
か，あるいはこれらとは血縁関係がなく文政期以  
後走峰に転入してきたのかは不明だが，文化6年  
（1809）の「第一云矧路乳軋、ンニ帳」H）には源蔵の父と  
される源助の名がみられる。したがって文化6年  
にはナツウチは走峰に住んでいたことになる。い  
ずれにせよこの年にナツウチが賦課された額は  
588文であり，76軒中49番目と村内の中下位に位  
置していたのに対し，天保3年（1832）の「貰御伝  
馬諸事取立」9）ではその額は910文で72軒中33番  
目であった。したがってナツウチすなわち新井源  
－ 31－   
帳によると，村内における新井源蔵の土地所有は，  
山林が7町5反7畝18歩（村内7位），田が2反9  
畝26歩（同5位），畑が6反5畝15歩（同20位）で  
あった。耕地所有はそれほど多いといえず村内で  
も中位に位置する。一方，山林については所有林  
が分散している点に特徴がある（第3図）。なお新  
井家は村外での土地の集積も進めており，昭和16  
年（1941）の小作台帳によると同家の小作地は定峰  
よりもむしろ栃谷，山田，黒谷，大野原などの近  
隣の柑々の方が多かった。太田地区（現秩父市）は  
とくに小作地が多かったが，この資料には記載さ  
れておらず，新井家はこの地区に代理人を置き別  
の帳面を作成していたと考えられる。なお太田を  
除いた地域の昭和16年の小作料総額は1，767円6  
第3図 明治19年の定峰における山林所有（「土地台帳」により作成）  
－ 32－   
資金を新井家から借用するという構図があったこ  
とを示している。   
次に借金の理由についてみることにしよう。借  
金の理由については種々雑多であるが，主として  
第2表のような事庸があげられる。特徴的な事由  
の1つとして養蚕に関する借金がある。餐蚕に関  
する借金は6～8月に集中しており，10～20円程  
度の貸出が段も多くなっている。これらにはより  
詳細な用途が記されている場合があり，主として  
「養蚕小便（蚕過）」や「職人磁人」，「桑買金」，「繭  
買金」，「玉繭買金」，「生糸買金」などに充てられ  
ていたことがわかる。、迫峰には埠に養蚕を行なう  
ばかりではなく小「1の借金を東金として繭や五  
臓，／上糸の取引を行なう農家があったい また新井  
家からの借金を腐取引の東金にしホー）枇ヤk織  
糸，翔，竹ヘギ1ご－ ，悔などの取引を行なってい  
たことをホす記戟や，杉苗の購人や甘林払保証金，  
炭焼き用の原木を什入れるための「山買い」や「山  
代」といった山林関係の投登を應味する記範も多  
くみらる。   
以上のような廃業的な理由での借金のほかに，  
この他城を特徴づける借入金の用途として「八坂  
祭り掛り」，「花火支タク」，「伊勢参詣」などがあ  
る。また，当時は医療的な意味介いが強かったと  
はいえ，「伊香保人海」や「潟治＿】のためにも借  
金をしていることが注目きれる【ノ これらの件数は  
相対的に少ないものの，こうした生産活劇とは無  
関係のものに借金をしてまで支出していること  
は，この地域の当時の－一般的な金銭感覚の特徴を  
端的に表硯している。また、新井家からの借入金  
の用途のうちで最も件数が多いのは，生活費や冠  
婚葬祭費の範時に含まれるものである。「生活費」  
や「治療金」，「隠居屋普請」といった生活に密着  
したものや．「結納」，「祝儀」，「税金」，「葬儀」  
といったもののための借入金が多い。さらに目的  
は不明であるが「頼母子掛金」や他者からの借金  
を返済するための借金が目立っている。とりわけ  
後者の多さは，村内の名望家的な金融業者として  
の新井家の特徴を示しているが，こうした借金の  
肩代わりを通じて，新井家が自己の所有地を拡大  
銭であった。  
2）明治期における金貸業の実態   
新井家がこのように急激な成長を遂げた背景に  
は，主に定峰の村民に対する小口の金融があった。  
同家に残された1896（明治29）年から1900（明治33）  
年上半期までの「金銭出人帳」11）をもとに当時  
新井家の経常の中で重要な位置を占め，その後の  
新井家の成長要因になったと考えられる村民に対  
する小口の金融の経営状況についてみてみよう。  
この資料には金銭を借りた理佃が約半分の割合で  
ホされており，当時の金を借りる側の状況をホす  
敢堰な資料である。   
この期間の金銭の貸しri＝ノ什数は359作であっ  
たが，第i衣にホしたように約3分のユが川‖末  
梢の小＝の貸し目しであったぐ，1作当た刊の貸し  
け＝／金額は，比較的人r▼1の侍し汁＝ノがあった1899  
年を除き，4～7Iリ柑如こおさまっていた。また，  
倍l）′受け人はいずれも定峰地区の化民であり，中  
でも下耕地の人々が多く，近隣の住艮に対する半  
ば救消的な貸し出しが多かったといえる。資料が  
後年になるにつれて貸し汁＝ノの際に保証人をゝ∑て  
る場合が多くなっているが，保証人の多くは定峠  
における従来の上層の農家であり，…・般の農民が  
信糊のある上層の農家を媒体として様々な用途の  
第l末 節舛家の金額別の貸出し状況  
明治29 明iわ3（）明治こil明証指2‡明治33  
11＝り未満  
2（）【り木偶  
3（）lリ未満  
5り【り木浦  
50－111ユ】1二   
様抽し件数   
貸出し総額  
25    4（1   
16  17   
15  11  
4  7  
12  16   
72    91  
24  14  i（I  
12  11   10  
12  1ユ  4  
9  6  9  
6    27   15   
79    69    48  
1569Fr】2215円1523llj 6866ドj 2540円  
1作当りの  
平均貸≠し額  
2l．8円 24．3‖19．3円 99．5円 52．9円   
（「金鉄貸出帳」（新井厚家所蔵）により作成。）  
注）明治33年は8月6【］までの貸出しである。 
金額別件数および貸出し件数の単位は件である。，  
叫 33 －   
第2表 明拍29，30年における事由別の倍卿牛数（主なもの）  
明治29年  明治30年  
事  由  事  由  
…「???
第3者への借金返済  
頼母・手掛け金  
小商い資本   
・玉繭  
・太織糸，ホウ板，絹，竹へ  
ギ，炭，記載なし  
養蚕関係  
・「養蚕資金」   
・桑   
・職人雇人  
生産関係   
・山買い，山代   
・馬買い   
・官林払下保証金   
・杉甫  
生活，冠婚葬祭，遊興費等   
・生活費   
・治療金   
・祝儀  
・揚治（伊香保，草津）  
・養子離縁，税金，屋根，葬  
儀，結納，花火支度，八坂  
祭掛り，伊勢参り  
村立替  
第3者への借金返済  
蛸母子掛け金  
小商い資本   
・太織  
・  
●灰  
・麦仕入れ，商業嚢本  
養蚕関係  
・「養蚕」   
・桑  
生産関係  
・山買い金  
・村山買い念   
・馬買い   
・畑買い金  
生活，斌婚葬祭，遊興費寄   
り小遣い  
・葬礼  
・治療  
・吹替え普請  
・花火  
・祝儀，学費，神社，八坂神  
社屋根換え  
質  
時計（柑）   
????「??
??
????
???
????? ???????
???????? ???????
（「金銭貸出帳」（新井厚家所蔵）により作成。）  
注）事由が比較的よく記載されている明治29・30年の2年について作成した。  
していったこともまた事実である。さらに新井家  
は，地区内のある家の借財を返済するための資金  
の貸与や，「時計買金」のための柑への貸与など  
を通じて，地区内の名望家としての地位を揺るぎ  
ないものとした。明治32年（1899）には，明治19年  
の土地台帳において定峰最大の地主であった若林  
家も新井家から約550円の貸与を受けていた。こ  
うして，新井家はその社会的上昇を果たし，さら  
に後には高篠村の信用組合長13）や村長といった  
役職に就くに至った。  
Ⅱ 定峰における生業形態の特徴  
1）商品生産への依存～炭焼きを中心に   
新井家が成長を遂げた背景には，村民と新井家  
との日常的な金銭の貸借関係があった。こうした  
村民の日常的な金銭の借用は，この地域における  
商品生産に基軸をおいた生業の確立によってもた  
らされたように思われる。例えば明治5年（1872）  
の高篠・原谷村域14）の「物産番上」には，養蚕  
関係の桑6．822円，生糸5，439円，繭5，149円，蚕  
卵紙498円のほか，葉煙草915円，刻煙草274円，  
－34－   
第3東  商篠・原谷村における主な物産（明治5年）  綿307flJなどが主要な農産物としてあげられてい  
る。また，林産物の生産も蕗んで薪2、51叩】，炭  
1、340日，屋根板395PL 棉310Iljなどが記載され  
ている（第3衷）。走峰ではこのような商品生産が  
脈々と営まれてきたのであり，新井家の成長の背  
景には，こうした商一宇～一生塵に基づいた中下層農家  
への貨幣流通の浸透があった。そこで次に商品生  
虔を中心としたこの地域の生業形態の特徴につい  
てみることにしよう。   
定峰での様々な商品生産は優れた交通条件のな  
かで近世以前から行なわれてきた。戦国期におい  
てすでに生産されていたことが知られている炭に  
加え，生糸や糾織物，梢，タバコ，綿化などがこ  
の地域において隼座された■汀要な商‡～ノーであった（、  
これらのl乳晶牛席は近l廿中期以降さらに活発に  
なったLノ．掌保には桝谷，山田．定個3か村人会の  
山林が上本畑として検地を受けた「，検地において  
人会山は甜執りで等分されておF），人会Il岬）利用  
権と各人の隠担を明確にするために検地が行なわ  
れたと思われる。この検地によって当時すでに活  
発に利用されていた入会Iljの権益が他柑との関係  
において固定化されたと同時に，人会lけでの商㌫  
隼産が公的に確認された。近世中期には入会111で  
の怖や染の採取がすでに活発に行なわれていたの  
であった。き   
江戸時代，走峰の山林は暴落に近いところから  
百姓持山，柑持11I，3か村人会山の3様に区分さ  
れていたが，入会11」は事保別に上本畑としての検  
地を受けており，椅や桑，漆などの採取が行なわ  
れた15】ほか株場としても利用されていた。、さら  
に栃谷と走峰の両村によって役炭の生産が行なわ  
れた。娃箪元年（1744）の「万御役炭請取帳」川ノ  
によると，定峰村名主源内のところに42「‾1，都合  
22俵の役炭が集められた。ニのうち18［1，10俵が  
走峰村分であった。納入者は生産巌に応じてl俵  
半＝166文から7分の1＝16文までの7段階に区  
分されていた。この史料に記載された家のうち，  
明治期の土地台帳においてその末裔を確定できる  
家は8軒であるが，それらの家の明治期のLll林の  
所有面積はいずれも1～5町であった。したがっ  
品  目   数 量  金 額  
清酒   310石5升  3117r那7銭   
味噌  1050棒  208915  
織物類  
太織  94疋  240   
本絹  470反  
糸・綿類  
繭  245石  5149 61   
玉繭   31石  399 41   
生糸   208貰  5439 49   
阻斗・糸   16ケ  ユ1410   
屑糸   32ケ  136 5   
窺綿   11ケ  64 67   
綿  265一シ  307 3l  
飲料憾  
生茶  57慣  19 56   
製茶  34ク  89 64  
煙単願  
葉煙草  4249常  915 5   
刻煉単  254一シ  254 75  
虫魚甲異類  
蚕卵紙  498枚  498   
鮎  44025尾  207 70  
果実類  
柑  42俵  37 80   
生柿   13500粒  7 95   
乾柿   431遵＊1  29 31   
生繋  8石8斗  15 99  
竹本類  
杉角  346本  164 50   
柴角   32ケ  23 33   
松丸太   6529ク  259 11   
杉丸太   350ク  13 27   
屋根板   6167束＊2  395 20   
杉皮   1300東  87 77   
竹  670ケ  46 40  
薪炭類 薪  i23184駄＊3 ∃ 251717   ?????????????
?????
???????????????
l物産啓上」（斎藤家文番，秩父市図番館所蔵1に  
よ－）作成ユ）  
ほ）＊11連は100粒  
＊21束は200牧人り  
＊3 1駄は36貰  
????????????
?
?????? ???????
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賃」と呼んでいた。   
幕末期において若林家のような地主層に区分し  
得る農家が自己の所有林を背景に雇用労働力を用  
いて炭の生産を行なっていたが，明治初期になる  
とこうした炭の生産構造に変化が生じた。他地域  
から焼子が流入し，若林家がそれらの焼子に立ち  
木を売却するようになったのである。とりわけ江  
戸時代，秩父地方における炭生産の核心であった  
外秩父の皆谷，安戸，御堂などからの流入者が多  
かったほ）。当初若林家はこれらの流入者から「山  
代」として生産された炭の半分を受け取っていた  
が，「山代」は次第に金納されることが多くなった。   
こうして雇用労働者を用いた炭の牡鹿はなくな  
り，若林家の山林緯′首は立ち木の売却を中心とし  
たものに変わった。これに対して，江戸時代から  
自己所有の山林で自家労働力によって炭を生産し  
てきた中下層の農家は，その後も炭焼きを維持さ  
せた。定峰のなかにも若林家などの地主から立ち  
木を買い取り，炭を焼くものが現われた。彼らは  
焼子を雇い，自分が買い受けた立ち木を焼子に付  
与し，焼分を払って炭を焼かせた。彼らは元締め  
と呼ばれたが，元締めには自立的な経常をしてい  
た自作農層がなることが多かった。ただし元締め  
と焼子の関係は必ずしも国定したものではなく，  
後には焼子が元締めになることもあった。明治中  
後期以降は地主から立ち木を買って炭を焼く元締  
めや，自己の所有林だけで炭を焼く者がこの地域  
の炭生産の主流になった。   
ところで大正11年（1922）の国勢調査において，  
23軒の農家のうち「木炭製造人」と記載されてい  
るのは3軒のみであるの対し，養蚕を行なってい  
た農家は7軒あり，両者の間に重複するものはな  
かった。すなわち炭焼きと養蚕は経営上分化が進  
んだと考えられる。昭和11年（1936）の旧高篠柑資  
料19）においても同様の傾向がはっきむ）と現われ  
ており，大正11年において「木炭製造人」と記載  
された家はここでも養蚕を行なっていなかった。  
したがって大正期までにこの地域の炭焼きはかな  
り専業化が進行していたとみるべきであろう。  
て，この時期の炭の生産者がそれほど多くの山林  
を所有していたとはいえず，自家労働力を中JL、と  
した生産形態がこの時期の定峰における一般的な  
傾向であったと考えられる。また，天保3年の史  
料によると，役炭の負担者は72軒中34軒で，約半  
数が炭の生産を行なっていたことがわかる。炭焼  
きをはじめとした商品生産は，複合的な経常のな  
かで行なわれていたのであった。   
ところが幕末には炭の生産形態に明らかな変化  
が生じた。個人所有の山林のうち，定峰川左岸の  
日影平と呼ばれた地域は，村内の有力者によって  
占められていた（第3図参照）。そのうち若林家が  
最も多いが，明治19年において同家は村内だけで  
34町歩余りの山林を所有していた。若林家はその  
山林を背景に幕末から明治初期にかけ雇用労働力  
を用いた炭の生産を行なった。幕末に若林家が雇  
用していた労働者の大半は村内のものであった。  
文久3年（1863）には5名を雇い入れ，炭の生産を  
行なったことを示す史料が残されている。これら  
の労働者は焼子と呼ばれ，若林家の所有林で炭を  
焼き，生産された木炭を納め，焼分（やきぶ）とよ  
ばれる賃金を払い受けた。炭の納入時期は1～4  
月の農閑期に限られ，とくに4月に集中していた。  
焼子のひとりであった鷺太郎は文久3年には297  
俵の炭を納入しているが，この年，驚太郎には2  
年前に改めた1両670文の「貸越」と田小作1両  
1分1宋の債務があったため，実際に支払われた  
焼分は2宋84文であった。若林家はその他の焼子  
に対しても同様の貸し金をしており，中には麦な  
どの食料を貸す場合もあった。こうした前貸しに  
よって炭焼きの労働力は確保されていた。また集  
められた炭の多くは若林家によって炭問屋へ直接  
売却された。この史料には，藤田屋，吾野屋とい  
う2軒の問屋と思われる屋号が散見される。吾野  
は現飯能市域の地名であり，大野峠を越え江戸・  
東京方面に炭が輸送されていたことがうかがわれ  
る17）。なお明治期の走峰では炭の運搬による駄  
賃稼ぎが盛んに行なわれた。駄賃稼ぎもまた貴重  
な賃労働であったが，定峰峠を越えて小川町まで  
炭を運んだ帰りに米を買ってくることを「小川駄  
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2）労働力の商品化による就業構造の変化   
この地域の複合的な小商品生産は，明治期以降  
の炭焼きの専業化に代表されるようにその姿を変  
えた。同時に定峰における農家の就業構造は大き  
な変化を遂げた。次に大正期から昭和戦前期にお  
ける就業構造について検討する。   
まず，大正期の就業構造について国勢調査の調  
査結果よりみることにしよう。第4表に，大正11  
年の上耕地（19区）における各戸の就業状況を示し  
た。一瞥してこの地区の農業経営において，自作  
と養蚕を組み合わせた経常が一般的であることが  
わかる。養蚕を行なっていた農家は，23戸中16戸  
であり，養蚕が当時の重要な生業であったことは  
明らかである。先に述べたように木炭製造を行  
なっていた3戸の農家はいずれも養蚕を行なって  
いない。このような炭焼きと養蚕の分化の結果，  
明治初期において1月から4月の農閑期にほほ限  
定されていた炭焼きが，大正期には年間を通して  
行なわれるようになった。   
大正期の就業状況においてもう一つ注目される  
のは，若年女子労働者の多くが，製糸工女や銘仙  
賃機（ちんばた）といった賃金労働に従事している  
ことである。製糸工場には4名，秩父銘仙の賃織  
りには11名が従事していた。定峰における賃織り  
は昭和40年代後半を境に減少したが，それ以前は  
銘仙の生産が中止された第二次世界大戦中の一時  
第4表 大正10年の上耕地における就業状況   
（大正10年国勢調査（小久保隆男家所蔵）により作成。）  
注）世帯番号8の公職は小学校の代用教員，13の公職は県造林監視人である。  
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入があった2戸はいずれも農業収入の比率が1％  
に満たず，小作料や貸地料，LLl林収入などが収人  
の大半を占めている。しかし地主層が多くの貸地  
料を得ているのに対し，定峰地区内の農家が小作  
する耕地の面積は相対的に少ない。これは最上位  
に位置する新井家などは定峰以外の土地所有が多  
いことによるものである。また500日以上の収人  
を得ている農家8戸のうち5戸までが農業収入の  
割合が20％以下であり，上層の農家の脱農化が進  
んでいたことを示している。これらに続く階層を  
第1種兼業に分類され相対的に農業に重きを置い  
ていたと思われる農家が形成しているが，これら  
の農家はいずれも耕地面椅1町前後の農家であ  
る。こうした臼一立的に農業を祥常する農家に次い  
で収入250＝以下で兼業率の高い農家が1つの階  
嘲を形成している。   
このように昭和戦前期における定峰の農家で  
は，階層によって若干の差はあれ，収人のうち賃  
労働の－J了める割合が高く，箪労働が副次的，補助  
的な存在ではなく，すでに家計を支える上で非常  
に蒐要な役割を持っていた。大正期において確認  
された女子の賃労働がこの中に含まれるとして  
も，全体に占める貸金収入の割合の高さからみて  
男子の賃労働も活発であったと考えぎるをえな  
い。このような男子労働力の商品化は大正期にも  
すでに存在し，その端緒は紫末・明治初期の炭焼  
きにおける焼子のような形での労働力の商品化に  
求められると思われる。労働力の商品化による脱  
農化は地主層への土地集積と表裏をなしている中  
下層農家の無産化の結果のようにみえるが，江戸  
時代以来の商品経済の浸透の探さを考慮すると，  
平野部に比べ農業の競争力が弱いこの地域におい  
て，農業部門から賃労働への移行が平然と行なわ  
れたことは想像に難くない。さらに新井家からの  
日常的な借金の状況も考慮に加えれば，むしろ脱  
農化が新井家の土地集積の－一つの要因となったと  
いえるであろう。先に示した天保3年の「貰御伝  
馬諸事取立」によれば，72軒中17軒に「跡」が付  
されており，実に4分の1の家が欠所すなわち他  
村へ流出していたことがわかる。これらのうち賃  
期を除き盛んに行なわれた。昭和55年頃まで賃織  
りを続け，定峰では最後まで賃織りを行なってい  
たある家では，年間を通じて賃織りが行なわれた。  
この家は昭和30年代には秩父市内の久喜織物から  
織機を借りて機織りを行なった。第二次世界大戦  
後は化学繊維が多く窟峰での銘仙の生産は減少し  
たが，生産手段の供給と製品の納入という戦前か  
らの生産関係は維持された。手織りの場合1日に  
1人で織る量は1反が限度であったが，機械織り  
の場合機械1台で1日に2反＝1疋織ることがで  
きた20） 。夜具の生地を織る場合1人で2台の機  
械を，後年導入された塵布団の生地を織る場合に  
は1人で3台の機械を使うことができた。織られ  
た製品は機屋が集荷したが，好況期には1日おき  
に集荷しにきたという。織り矯は月に1度まとめ  
て支払われたが，その節は男性の－へ・一般的貸労働に  
おける賃金の5～6割であったという。また，貸  
織りの他に隣の栃谷や黒谷の槻織り二I二場に通うも  
のもいた。   
村内に居住する女子労働力による商品生産や賃  
労働は大正期にはこの地域で一肌・般的であったが，  
これに対して衷からは村内在住の男子労働力の投  
下先は依然として農業を中心とした家業におか  
れ，公職に従事している世帯番号8と13のみが労  
働力を商品化していたことがよみとれるr。しかし，  
昭和11年には走峰における各戸の農家経常の兼業  
化が相当進展していた。   
第5表は旧高篠村資料より作成した昭和11年に  
おける就業構造である。最大の特徴はこの地域の  
兼業率の高さである。専業農家に区分されるのは，  
総収入が最下位であった1戸であるが，他に農業  
収入の割合が全体の80％をこえる農家はない。ま  
た，今日の第1種兼業に区分される農家は77戸中  
11戸で全体の14％にすぎないが，第2種兼業に区  
分される農家は52戸で全体の68％に達しており，  
農業収入が全体の20％に満たない農家は20戸にお  
よんだ。さらに農業収入が全くない家が12戸あり，  
これらの家計のほとんどは勤労報酬によって収入  
を得ている。   
次に階層別にみると，この年1，000円以上の収  
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第5表 昭和11年における定峰の就業構造  
自作面積（削ト作面積（畝）   
農業収入林 
農薬収入の  
番号  舵収入   占わる割合 一夕り  
12    0    0    0   22  0    910   55畠   450   ユ888  3925   0．6   
2  3    0    0    0   6  0  88    60   480   4ユ7  10ユ5   0、6   
3  136   38    0    0  352  25    150   3g5    0  0  89ア  39．2   
4  165   30    0    0  384  20  40   431    0    25  880  43．6   
5  53    0    0    0  102  5  0   668    0  0  770  13．2   
6  160   57    0    Cl  460  50  80    90    28     0  744  ● 6ユ．8   
7  65    0    0    0  120  0    240   30    0   215  605  ユ9，＄   
8  12    8    0    0   62  20  0   486    0     0  548  11．3   
9  73  15   18    0  216     30  ア2   ほ0    0  （〕  46g  46．2   
10  36    0    0    0   66  0  0   366    0    18  450  14，6   
1l  70   31   0    0  226     35  32  180    0  0  438  ● 51、6   
ユ2  ユ20    5    0    0  249  ユ8  0   162     0    21  432  ● 57．6   
13  86    0    0   14  189     20  0   240    0  0  429  44．1   
14  50   17    0    0  141  15  52  120    0   113  426  33．1   
15  79   26    0    0  226    30  40  150    0  0  416  ● 54．3   
16  95    8    0    4  215     20  0   120     0  0  415  ● 51．8   
17  61   24   36    0  233    30  40  150    0  0  383  ● 60．8   
18  0    0    0    0   0  0  0  180   200     0  380   0   
ユ9  25    0    0    0  46  0    250    30    0    49  3ア5  12．3   
20  83   20    0    0  205  12  0  150    0  8  363  ● 56，5   
21  98    0    0    0  ユ95    15  0  150  0  0 345  ● 56．5   
22  67   14    0    0  171  20  32    90    50  0  343  d9．9   
23  45   14   10    8  149  20  0  180    0     0  329  45．3   
24  66   10    2    0  143  0  0  180    0  0  323  44．3   
25  82   18    0    0  1包7  0  16  90    0    44  321  ● 58．3   
26  75   36    0    0  230    20  0   90    0    0  320  ● アユ．9   
27  92   11    8    0  222     20  0    90    0  0  312  ● 71，2   
28  17    0    22    0   87  30  0   ユ50    50  0 287  30．3   
29  82    0    0    0  166  15  0  120    0  0  286  ● 58．0   
30  42    0    0    0   95  18  0  180    0  0  275  34．5   
31  51    0     0     0  144  50  0    90     0  0  274  ● 52．8   
32  45    0    0   13  122    30  0  150    0    0  272  44．9   
33  69    8    0    0  144  0  0   120     0     0  264  ● 54．5   
34  35    5    0    0  114     40  0  150    0     0  264  43．Z   
35  48   10    0    0  108  0    160  150    0  0  258  41．9   
36  31  10    4    0   73  5  0  180    0  0  254  28．7   
37  8    0    0    0   15  0  0   227     0     畠  251   6．0   
38  17    0   16    0   51  0  0  180    0     0  231  22．1   
39  31   1    0    0   73  14  0  150    0  0  223  32．7   
40  29    0   10    2   91  25  0  120    0     0  211  43、1   
41  0    0    0    0   0  0  0   120    90     0  210   0   
42  0    0   22    0   26  0  0  1∈iO    O     O  206  12．6   
43  1    0    44    0   83  28  0   ユ20    0     0  203  40．9   
44  25    0    0    8   52  0  0  150    0    0  2p2  25．7   
45  0    0   23    0  28  0  0  150    0    0  178  15．7   
46  9    0    9    0  28  0  0  150    0  0  178  15．7   
47  0    0   10    3   24  10  0  150    0     0  174  13、8   
48  10    0    0    0   18  0  0   90    50  0  158  11．4   
49  0    0    7    0   8  0  0  150    0  口  158   5．1   
50  27    0    0     一蔓   68  i5  0    90     0  0  ユ58  43，0   
51  16    2    0     0   33  0  32    90    0  0  155  21、3   
52  3    0    0    0   5  0  0  150    0  0  155   3．Z   
53  28    5    0     0   62  0  0    90     0  0  152  40、8   
54  0    0   10     0   29  17  0   120     0  0  149  19、5   
55  0    0    0     0   0  0  0    90    50  0  140   0   
56  25    0    0    0   50  4  0    90    0     0  140  35．7   
57  5    0    24    0   43  5  0    90    0  0  133  32、3   
58  15    0     2     0   38  7  0    90     0  0  128  29．7   
59  11■    7    0    0   34  0 0    90    0  0  124  Z7，4   
60  8    ア    ユ0     0   3ユ  5 0    90    0  0  121  25．6   
61  0    0    0    0   0  0  0   120     0  0  120   0   
62  0    0     0     0   0  0  0  120    0  0  120   0   
63  13    0     0     2   26  0  0    90     0  0  1ユ6  22．4   
64  0   （〕   10     7   17  0  0    90     0  0  107  15，9   
65  0    0     3     0   4  0  0    90     0  0  94   4．3   
66  0    0     3     0   3  0  0    90    0  0  93   3．2   
6ア  ユ1    0    6     6  3ユ  0 0  60     0  0  92  33．ア   
68  0    0    0     0   0  0  0    90    0  0  90   0   
69  0    0    0     0   0  0  0    90     0  0  90   0   
70  0    0     0     0   0  0  0    90    0  （）  90   0   
7l  0    0     0     0   0  0  0    90     0  0  90   0   
72  0    0     0     0   0  0  0    90     0  0  90   0   
73  0    0    0    0   0  0  0    60     0  0  60   0   
74  3    0    0    （】   5  0  0    30    0  0  35  ユ4．3   
75  20    0    0     0   0  0  0    30    0  0  30   0   
76  0    0    0     0   0  0  0    30    0  0  30   0   
77  9    0    ユ0    0  28  0  0    0   0  0  28  ●100   
作軋）  
酎  
●は農業収入の占める割合が50％以上の農家である。  
－39－   
はこの地域における商品生産の浸透があった。定  
峰では養蚕や槽・漆の採集，炭焼きといった小商  
品生産が伝統的に行なわれ，江戸時代にはすでに  
商品経済が深く浸透していた。この村ではかつて  
神楽や花火が盛んに行なわれ，民俗的，文化的な  
華やかさを醸し出していたが，その背景には商品  
経済の村民各層への浸透があったように思われ  
る22）。またこうした伝統が新井家からの日常的  
あるいは投機的な融資を活発化させ，結果的に新  
興地主の成長をもたらしたといえよう。この地域  
の特徴であった複合的な小商品生産は明治中後期  
以降その姿を徐々に変え，炭焼きにみられるよう  
な専業化が進厳した。さらに昭和戦前期には農業  
から貸労働への移行が顕著であり，この時期には  
今日の第2橙兼業農家に分類される農家が実に  
70％に達した。平地農村における生魔力の向上に  
よって，スケールメリットを重視した商業的農業  
への適応力の弱いl11間地域が相対的に衰退したこ  
とがこの地域における脱農化の消極的な要因とし  
て考えられるが，－－一方でこの地域において近世以  
前から続けられてきた商品生産の伝統が，農業に  
執着することなく労働力を貸労働へ容易に移行さ  
せたことの積極的な要因であったといえるであろ  
う。  
付 言己  
本稿の作成にあたって，現地調査の際には′ト久保   
隆努氏には氏の′削乍『定時誌』の閲覧等このうえな   
いご助力をいただきました。新井摩氏には露盤な資   
料を操供していただきました。また，秩父市立図書   
館の皆様には史料の閲覧に際し協力していただきま   
した。定峰地区の方々には，聞き取り調査にあたっ   
て惜しみないご援助をいただきました。さらに，実   
習時には三木山一彦，山脇智佳子，小池太郎，猪野鹿彦，   
高橋直秀，江屁大祐，間宮慶事，李鋳・の各氏には   
平成3，4，5年度の歴史地理学実習において実地   
調査および資料整理等において協力していただきま   
した。以上記して御礼申し上げます。  
労働や小商いのため他村へ移住したものが少なか  
らずいたと考えられる。隣村である栃谷では幕末  
において稽商や穀物商，青物かつぎ商，炭商，煙  
草背負商，巡礼宿といった雑多な商人が26人も存  
在しており21），定峰においても同様の状況であっ  
たことが想定されるからである。このような小商  
いの伝統もまた村民が離農した要因のように思わ  
れる。  
Ⅳ むすぴにかえて  
これまで秩父市定峰という山間地域を舞台にし  
た幕末以降の新興地主の展開と就業構造の変化を  
中心とした地域的な背厳について検討してきた。  
最後に，両者の明治期以降の変化を概括するとと  
もに予察的な考察を述べて本報告を結びたい。   
幕末以降急速な成長を遂げた新井家については  
以下のことが指摘できよう。新井家は村内の者に  
対しては救他的な融資を行なう一方で，太田など  
の他柑では積極的に土地の集積を重ねたのであっ  
た。こうして新井家はその村内での地位を向上さ  
せ，信用組合長や村長などの公職に進出した。さ  
らに新井家は第二次世界大戦中には皇族の疎開先  
を務めたり，第二次世界大戦後も公職追放にあっ  
た一時期を除き町村合併まで村長を務めた。この  
ような公職あるいは公的な権威に対する執着は，  
その新興的な性格と全く無関係とは考えられな  
い。また，大正期以降の新井家は秩父大官での土  
地取得や秩父鉄道や秩父セメントの株式取得など  
秩父地方を活動の舞台にしていたが，東京へ積極  
的に進出することはなかった。このことは大正期  
から昭和戟前期の期間に定峰が外秩父や川越，ひ  
いては東京と秩父を結ぶ交易の結節点という地位  
から，秩父大宮を中心とした地域結合の末端とい  
う地位に後退したことが示されていると推察す  
る。この時期に定峰は秩父大宮を中心とした地域  
構造のなかに従属的な存在として組み込まれたと  
いえよう。   
次に新井家が成長した地域的な背景については  
以下のことが指摘できる。新井家の成長の背景に  
〝40－   
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